
二
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

償

還

期

限

利

率

七
年
以
下

年
七
厘

七
年
を
超
え
八
年
以
下

年
七
厘
五
毛

八
年
を
超
え
九
年
以
下

年
八
厘
五
毛

九
年
を
超
え
十
年
以
下

年
九
厘
五
毛

十
年
を
超
え
十
一
年
以
下

年
一
分
五
毛

十
一
年
を
超
え
十
二
年
以
下

年
一
分
一
厘
五
毛

十
二
年
を
超
え
十
四
年
以
下

年
一
分
二
厘
五
毛

十
四
年
を
超
え
十
五
年
以
下

年
一
分
三
厘
五
毛

十
五
年
を
超
え
十
六
年
以
下

年
一
分
四
厘
五
毛

十
六
年
を
超
え
十
八
年
以
下

年
一
分
五
厘
五
毛

十
八
年
を
超
え
二
十
五
年
以

下

年
一
分
六
厘

三
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

償

還

期

限

利

率

七
年
以
下

年
七
厘

七
年
を
超
え
八
年
以
下

年
七
厘
五
毛

八
年
を
超
え
九
年
以
下

年
八
厘
五
毛

九
年
を
超
え
十
年
以
下

年
九
厘
五
毛

十
年
を
超
え
十
一
年
以
下

年
一
分
五
毛

十
一
年
を
超
え
十
二
年
以
下

年
一
分
一
厘
五
毛

十
二
年
を
超
え
十
四
年
以
下

年
一
分
二
厘
五
毛

十
四
年
を
超
え
十
五
年
以
下

年
一
分
三
厘
五
毛

十
五
年
を
超
え
十
六
年
以
下

年
一
分
四
厘
五
毛

十
六
年
を
超
え
十
八
年
以
下

年
一
分
五
厘
五
毛

十
八
年
を
超
え
三
十
五
年
以

下

年
一
分
六
厘

平成™™年�月˜Ÿ日 金曜日 第œšš�号官 報
住
所
東
京
都
品
川
区
東
品
川
３
丁
目
3
2番

2
7号

張
蓮
香
昭
和
4
9年
５
月
1
5日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
南
区
内
谷
４
丁
目
1
0番

1
1
`
1
0
2号

高
暄
昭
和
5
3年
５
月
２
日
生

住
所
島
根
県
松
江
市
西
尾
町
１
番
地
１

陶
文
侠
昭
和
3
3年

1
1月
９
日
生

住
所
茨
城
県
つ
く
ば
市
境
田
1
2
0番
地
１

李
子
昭
和
6
1年

1
0月
７
日
生

住
所
千
葉
県
市
川
市
南
八
幡
３
丁
目
2
2番

2
3号

李
英
蘭
昭
和
5
5年
７
月
3
0日
生

住
所
東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
４
丁
目

2
8番

1
3
`

6
0
3

号王
詩
慧
昭
和
5
1年

1
0月

1
0日
生

住
所
岡
山
県
倉
敷
市
日
吉
町
2
1
3番
地
１

陳
寧
昭
和
4
2年
３
月
2
5日
生

陳
冠
宇
平
成
９
年
１
月
８
日
生

陳
鴻
宇
平
成
2
1年
５
月
3
0日
生

住
所
埼
玉
県
吉
川
市
大
字
三
輪
野
江
1
4
9
4番
地
２

陳
ß
昭
和
5
6年

1
1月

2
8日
生

住
所
奈
良
市
三
条
本
町
１
番
9
3
`
1
3
0
8号

ï
惠
理
子
昭
和
4
2年
９
月
２
日
生

住
所
埼
玉
県
草
加
市
瀬
崎
町
1
3
1
4番
地
1
7

陳
勇
傑
昭
和
5
3年

1
2月

2
6日
生

陳
松
伶
平
成
1
9年
９
月
2
8日
生

住
所
神
戸
市
Í
区
篠
原
南
町
５
丁
目
３
番
3
2号

呂
宗
錫
昭
和
6
2年
４
月
2
9日
生

住
所
神
戸
市
須
磨
区
白
川
台
６
丁
目
４
番
地
2
8

郭
慶
浩
昭
和
4
3年
２
月
1
9日
生

住
所
神
戸
市
Í
区
上
野
通
８
丁
目
６
番
1
6号

白
剛
昭
和
4
0年

1
2月

2
0日
生

住
所
千
葉
県
市
川
市
南
行
徳
４
丁
目
８
番
1
0号

ã
萍
昭
和
3
8年

1
0月
２
日
生

王
鵬
昭
和
6
3年

1
0月

1
5日
生

住
所
熊
本
県
宇
城
市
松
橋
町
久
具
2
3
7
8番
地
４

康
眞
輝
昭
和
5
0年
５
月
2
0日
生

住
所
佐
賀
県
唐
津
市
相
知
町
長
部
田
1
0
6
7番
地

李
承
根
昭
和
4
0年
１
月
1
2日
生

®
由
香
昭
和
4
3年
６
月
3
0日
生

李
拓
哉
平
成
1
5年
７
月
９
日
生

李
藍
平
成
1
5年
７
月
９
日
生

住
所
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
３
丁
目
２
番
3
5
`
4
0
3号

Ô
惠
子
昭
和
3
0年
２
月
６
日
生

住
所
北
九
州
市
八
幡
西
区
永
犬
丸
４
丁
目
2
1番
５
号

白
良
子
昭
和
5
4年
１
月
1
3日
生

住
所
宮
崎
市
大
字
赤
江
1
3
6
9番
地
１

朴
重
成
昭
和
4
5 年
９
月
2
1日
生

〇
財
務
省
告
示
第
二
百
十
一
号

財
務
省
が
関
係
行
政
機
関
に
属
す
る
行
政
機
関
と
し
て

所
管
す
る
法
令
に
基
づ
く
手
続
等
の
う
ち
、
関
係
行
政
機

関
が
所
管
す
る
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報

通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
適
用
す

る
範
囲
を
定
め
る
件
（
平
成
十
六
年
三
月
財
務
省
告
示
第

百
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日財

務
大
臣

野
田

佳
彦

別
表
第
二
十
六
号
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
」
を

「
第
四
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
九

削
除

〇
財

務

省

農
林
水
産
省
告
示
第
十
三
号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律

第
五
十
七
号
）
附
則
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
財

務

省

農
林
水
産
省
告
示
第
三
十
五
号

（
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
附
則
第
三
十
五
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
条
の
主
務
大
臣
の
定
め
る
利
率
を
定

め
る
等
の
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日財

務
大
臣

野
田

佳
彦

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

が
締
結
し
た
貸
付
契
約
に
係
る
貸
付
金
に
つ
い
て
の
貸
付

け
の
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
六
十
七
号

宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
建
設

省
令
第
三
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
規
則

第
六
条
第
一
項
の
登
録
認
証
機
関
を
登
録
し
た
の
で
、
同

規
則
第
二
十
二
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

登
録
年
月
日

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日

二

登
録
番
号

第
一
号

三

氏
名
又
は
名
称

社
団
法
人
全
国
宅
地
擁
壁
技
術
協

会
四

住
所

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町
一
丁
目
六
番
十
六

号
五

法
人
で
あ
る
場
合
の
代
表
者
の
氏
名

会
長

権
藤

勇
夫

六

法
人
で
あ
る
場
合
の
認
証
事
務
を
行
う
役
員
の
氏
名

副
会
長

荒
木

寛
隆

七

認
証
事
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称

社
団
法
人
全
国

宅
地
擁
壁
技
術
協
会

〇
防
衛
省
告
示
第
百
十
九
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日防

衛
大
臣

北
澤

俊
美

日

時

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
八
日
（
予
備
、
同
月

二
十
九
日
）
の
〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で

区

域

五
島
列
島
南
方
の
次
の
経
緯
度
線
に
よ
り
囲
ま

れ
る
区
域

Ê

北
緯
三
一
度
四
七
分
一
二
秒

Ë

北
緯
三
二
度
二
〇
分
一
二
秒

Ì

東
経
一
二
八
度
四
五
分
五
二
秒

Í

東
経
一
二
九
度
〇
九
分
五
二
秒

実
施
艦

自
衛
艦
二
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

八

認
証
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
千
代

田
区
鍛
冶
町
一
丁
目
六
番
十
六
号

九

認
証
事
務
を
開
始
す
る
年
月
日

平
成
二
十
二
年
六

月
二
十
日

〇
防
衛
省
告
示
第
百
二
十
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日防

衛
大
臣

北
澤

俊
美

日

時

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日
及
び
同
月
三
十

日
（
予
備
、
七
月
一
日
）
の
〇
六
〇
〇
か
ら
一

八
〇
〇
ま
で

区

域

豊
後
水
道
南
方
の
次
の
Ê
か
ら
Ï
ま
で
の
六
地

点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
地
点
と
Ï
の
地

点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
区
域

Ê

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

Ë

北
緯
三
一
度
四
二
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

Ì

北
緯
三
一
度
二
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

Í

北
緯
三
一
度
三
六
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒
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